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Ⅴ-1-1-4-4-11 設定根拠に関する説明書 

（起動領域計装）
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名 称 
起動領域計装 

中性子源領域 中間領域 

個 数 － 8 

【設定根拠】 

（概要） 

・設計基準対象施設 

起動領域計装は，設計基準対処施設として炉心における中性子束密度を計測するとともに，計

測結果を表示し，記録し，及び保存するために設置する。 

 

・重大事故等対処設備 

重大事故等時に使用する起動領域計装は以下の機能を有する。 

 

起動領域計装は，重大事故等が発生し，計測機器（非常用のものを含む。）の故障により当該重

大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを計測することが困難となった場

合において当該パラメータを推定するために有効な情報を把握するために設置する。 

起動領域計装の装置の構成，計測範囲等については，添付資料Ⅴ-1-5-1「計測装置の構成に関

する説明書並びに計測範囲及び警報動作範囲に関する説明書」による。 

 

1. 個数の設定根拠 

起動領域計装は，設計基準対象施設として 8個設置する。 

 

起動領域計装は，設計基準対象施設として 8個設置しているものを重大事故等対処設備とし

て使用する。 
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Ⅴ-1-1-4-4-12 設定根拠に関する説明書 

（出力領域計装）
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名 称 出力領域計装 

個 数 － 172（43） 

【設定根拠】 

（概要） 

・設計基準対象施設

出力領域計装は，設計基準対処施設として炉心における中性子束密度を計測するとともに，計

測結果を表示し，記録し，及び保存するために設置する。 

・重大事故等対処設備

重大事故等時に使用する出力領域計装は以下の機能を有する。

出力領域計装は，重大事故等が発生し，計測機器（非常用のものを含む。）の故障により当該重

大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを計測することが困難となった場

合において当該パラメータを推定するために有効な情報を把握するために設置する。 

出力領域計装の装置の構成，計測範囲等については，添付資料Ⅴ-1-5-1「計測装置の構成に関

する説明書並びに計測範囲及び警報動作範囲に関する説明書」による。 

1. 個数の設定根拠

出力領域計装は，設計基準対象施設として 172 個設置する。

出力領域計装は，設計基準対象施設として 172 個設置しているもののうち 43 個を重大事故

等対処設備として使用する。 
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